
今回はB部門小学部での取り組みについてお伝えします。  

B部門小学部６年生が中学部体験学習をしました！ 
  今年度も、B部門小学部６年生は１月から２月中旬にかけて中学部体験学習をしました。 
  

中学部になると作業学習が新しく始まります。作業学習には、農業・窯業・木工・織物・紙工があり

ます。今回の体験では、窯業・織物・紙工の作業学習を体験しました。初めてのことでしたが、一生懸

命に取り組むことができました。また、中学部でのさわやかタイム・体育・音楽にも参加をして、中学

部の生徒と一緒に活動することもできました。始めは緊張していましたが、だんだんと慣れてきて最後

には先輩からたくさんほめてもらえました。 
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◎就労継続支援Ｂ型事業所利用に係るアセスメントについて 

 卒業後、すぐに就労継続支援Ｂ型事業所の利用を希望する場合、在学中に就労

移行支援事業による就労アセスメントを受ける必要があります。来年度以降も実

施される予定になっております。中部圏域での手続きについては次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労アセスメントを受けたら、卒業後に必ず就労継続支援Ｂ型事業所を利用し

なければならないことはありません。ただ、少しでも就労継続支援Ｂ型事業所の

利用の可能性がある場合、アセスメントを実施しておく必要があります。 

卒業後の福祉サービスの利用申請については、高３の１２月１日～１４日まで

の間が申請期間となりますので、それまでに学校の実習等を元に進路希望を決定

していただくこととなります。 

来年度の中部地区福祉セミナー（６月）でも、就労アセスメントについて自立

支援協議会より説明をしていただく予定にしています。 

 

キャリア教育部より 

 今年度も多くのご協力とご理解をいただき、ありがとうございました。今後

も、進路に関する情報発信に努めてまいりますので、よろしくお願いします。 

 



 


